
同種施設比較分析表
（平成３０年度行政評価実施施設分）

　青梅市が運営している施設のうち、平成30年度に行政評価を実施した
12施設について、行政コスト計算書や貸借対照表といった、新公会計制度の
導入により明らかになった情報をもとに、同種施設間による比較分析表を作
成しました。
　同種施設間の運営コスト等を比較・分析することにより、今後の施設運営
において、コストの削減や事業目的の達成に向けた成果の拡大につなげま
す。
　なお、施設ごとの詳細内容につきましては、個別の行政評価シートをご覧
ください。
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同種施設比較分析表【市民センター】

今井河辺新町東青梅

市民１人当たりコスト（円）

（Ｈ29.4.1現在人口）
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①有形固定資産減価償却率の特徴について
　有形固定資産減価償却率は、建物、工作物および物品の合計取得価格の減価償却率を表したもので、原則、年数を経るごとに、
その率は高くなりますが、改修工事や新たな工作物等が発生すると、それらが資産として新たに加算されるため、減価償却率は下
がることとなります。
　河辺市民センターについては、建築年が今井市民センターを除く他の市民センターよりも新しい、または同時期であるものの、
他のセンターに比べ、新たに加わった資産が少ないため、減価償却率が高くなっています。
②人件費について
　人件費の計算に当たっては、主管課に配置されている職員の年齢による偏差を無くすため、正規職員および再任用職員の平均給
与額を用い、各事業に携わる人員数を乗じて算出しています。
　市民センターについては、いずれも同数の人員体制で算出しているため、同額となっています。
③物件費について
　青梅市民センターが、他の施設に比べ高額となっているのは、主に市民センターと体育館の設置場所および利用方法が異なるこ
とにより、施設管理委託料が分かれていることによるものです。
④維持補修費について
　大門市民センターが、他の施設に比べ高額となっているのは、高圧受電設備および高圧引込設備修繕を行ったことによるもので
す。
⑤会議室・体育館稼働率１%当たりコストの特徴について
　他のセンターと比べ稼働率が高くても、経常費用が高額な場合、単位当たりコストは高くなります。
　長淵、大門、今井市民センターについては、会議室の稼働率が低いことから、単位当たりコストが高くなっています。
　なお、経常費用については、センター・体育館別となっていないため、会議室および体育館の単位当たりコストを計算するうえ
での分母は、いずれも同じ経常費用合計額を用いています。



※1　福祉センターについては、総面積で算出。

※2　保健福祉センターについては、入浴施設利用者数。
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①人件費について
　人件費の計算に当たっては、主管課に配置されている職員の年齢による偏差を無くすため、正規職員および再任
用職員の平均給与額を用い、各事業に携わる人員数を乗じて算出しています。
　福祉センター（全体）および沢井・小曾木保健福祉センターについては、いずれも同数の人員体制で算出してい
るため、同額となっています。
②物件費について
　２つの保健福祉センターの物件費は、指定管理者に対する施設管理委託料が主となります。
③維持補修費について
　２つの保健福祉センターのうち、小曾木保健福祉センターが高額となっているのは、空調機の修繕を行ったこと
によるものです。
④利用者数および１人当たりコストについて
　高齢者センターの利用者数については、沢井・小曾木保健福祉センターと比較し、多くなっていますが、この利
用者数には、入浴施設以外の施設部分を利用した人数も含まれています。

※福祉センターは複合施設のため、保健福祉センターとの同種施設比較を行うことを目的に、高齢者センター部分
とそれ以外の施設部分の利用者数をもとにコストを按分し、高齢者センター分としてのコストを試算しました。
　なお、本ページにおける福祉センター部分のカッコ内の数値は、いずれも福祉センター全体のものとなります。

同種施設比較分析表
【高齢者センター（福祉センター）・地域保健福祉センター】
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※郷土博物館の面積は、収蔵庫（675.12㎡）を合算したものとなります。また、郷土博物館のカッコ内の数字は、
「郷土博物館管理事業」の評価シートに掲載されている経常費用合計額から算出した額となります。

※郷土博物館のカッコ内の数字は、「郷土博物館管理事業」の評価シートに掲載されている市民１人当たりコスト
となります。
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同種施設比較分析表【郷土博物館・美術館】
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評価シートＮｏ.

郷土博物館 美術館

222.2（157.8） 537.2
市民１人当たりコスト（円）

（Ｈ29.4.1現在人口）
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①人件費について
　人件費の計算に当たっては、主管課に配置されている職員の年齢による偏差を無くすため、正規職員および再任
用職員の平均給与額を用い、各事業に携わる人員数を乗じて算出しています。
　なお、郷土博物館管理事業および郷土博物館事業の合計人員体制は1.59人（郷土博物館管理事業0.65人、郷土博
物館事業0.94人）、美術館事業の人員体制は3.90人となっています。
②物件費等の特徴について
　美術館は、その施設特性から、郷土博物館に比べ以下の点で相違があります。
【物件費】光熱水費や設備保守委託料が高額となっているほか、美術品の保管料や作品表装等委託料、作品運搬
　　　　　委託料などが含まれています。
【維持補修費】高圧変成器、空調自動制御機器、非常照明などといった施設の老朽化に伴う修繕を行っています。
③年間入館・観覧者１人当たりコストの特徴について
　美術館の観覧者１人当たりコストが高いのは、郷土博物館よりも経常費用が高額であるなか、展覧会の開催に合
わせた開館となるため、通年開館である郷土博物館と比べ、開館日数が少ないことが影響していると推察されま
す。

※実際の評価では、それぞれの事業特性を考慮し、郷土博物館については「郷土博物館管理事業」と「郷土博物館
事業」を個別に評価、また、美術館については「美術館管理事業」と「美術館事業」を合算して評価するなど、評
価方法が異なっていますが、上記経常費用は、いずれも管理事業経費と事業経費を合算したものとなります。
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